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○（10/6）審査会合コメントに対し以下のとおり対応する

●審査会合コメント及び対応概要

コメント内容 対応概要

１ 一般産業用工業品の調達管理を含めて品質管
理基準規則とその解釈で明確となった事項
（21項目）について具体的対応内容を説明の
こと。

追加21項目に対して、保安規定及び保安品質
保証計画書へ反映されていることを対比表を
作成し確認する。

２ 保安に関する職務、施設管理を含めて今回の
保安規定の変更内容が、許可の申請書に記載
した保安に関する内容と整合していることを
説明のこと。

事業許可（本文及び添付資料）に記載されて
いる保安の内容と保安規定の変更内容が整合
性が取れていることを対比表を作成し確認す
る。

３ 管理区域外に設置する安全機能を有する施設
をもう一度洗いだして、今回対象外とした無
停電電源装置、排風機ファンを含めて、特に
管理が必要な施設に該当する設備を再選定し
た上で、保全区域として設定すべき区域を整
理して説明のこと。

管理区域内の安全機能の一部が管理区域外に
設置されている施設（設備）について、当該
施設の機能を発揮するための補機も含めて洗
い出し、設定すべき「保全区域」を再検討す
る。

４ 設工認の記載事項が漏れなく抽出され、管理
されていることを説明のこと。

設工認申請書（仕様表、機器名称対比表等）
と保安規定別表との対比表を作成し反映すべ
き事項（機器名称変更、台数増減、核的制限
値の変更等）を確認し、抜けがないよう管理
する。

（詳細は次ページ以降）
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●コメント１対応

○一般産業用工業品の調達管理を含めて品質管理基準規則とその解釈
で明確となった事項（21項目）について具体的対応内容を説明のこ
と。

【具体的対応】（補足資料①参照）

「（補足資料①）品質管理基準規則追加21項目の保安規定及び保安品質保証
計画書への反映について」のとおり、追加21項目それぞれに対して、保安規
定及び保安品質計画書への反映状況を整理し確認を行なう。

補足資料①のとおり、追加21項目については、保安規定及び保安品質保証計
画書に反映されており、対応できていることを確認した。また、活動状況等と
して下位文書への反映状況も確認した。

なお、一般産業用工業品についての調達管理についての詳細は、保安二次文書
において、次頁のとおり規定し運用されている。

【確認結果】
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●コメント１対応（つづき）

一般産業用工業品に関しては、保安二次文書である「保安調達管理標準（SQAS-17）」にて、
以下のように“レベルⅠ-2”と定め、調達要求部門又は技術要求責任部門において、最新のカタ
ログ等により当該一般産業用工業品の仕様が、調達要求事項を満たしていることの確認を実施
することとしている。
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●コメント２対応

○保安に関する職務、施設管理を含めて今回の保安規定の変更内容が
許可の申請書に記載した保安に関する内容と整合していることを説明
のこと。

【具体的対応】（補足資料②参照）

「（補足資料②）事業許可と保安規定の記載整理表」として、事業許可に記載
した保安に関する内容（本文及び添付資料）と、保安規定の変更内容との整理
表を作成し、整合しているか確認を行なう。

事業許可に記載した保安に関する内容（本文及び添付資料）と、保安規定の変
更内容については補足資料②のとおり整合していることを確認した。

【確認結果】
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●コメント３対応

○管理区域外に設置する安全機能を有する施設をもう一度洗い出して、今回対

象外とした無停電電源装置、排風機ファンを含めて、特に管理が必要な施設

に該当する設備を再選定した上で、保全区域として設定すべき区域を整理し

て説明のこと。

【具体的対応】（補足資料➂参照）

「（補足資料➂）保全区域の再検討結果」のとおり、事業許可から管理区域

の外に設置される“安全機能を有する施設（設備）”を洗い出し、当該施設の機

能を発揮するための補機も含め再検討する。

現変更認可申請中の非常用ディーゼル発電機（燃料タンク、起動用バッテ
リー含む）に加え、無停電電源設備、放送設備、非常ベル設備、放射線監視
設備、自動火災報知設備（受信盤）が対象施設として抽出され、これらが設
置されるエリアを「保全区域」として設定することとした。
よって、これらを反映した上で補正申請を行う。

【検討結果】
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●コメント４対応

○設工認の記載事項が漏れなく抽出され、管理されていることを説明のこと。

【具体的対応】

設工認資料（仕様表、機器名称対比表等）と保安規定別表とを対比し、以下

が確認できる一覧表を作成し、抜け漏れ、誤記等がないことを確認する。

◇設備・機器等名称の変更

◇設備・機器等の台数の増減（撤去・新設）

◇核的制限値等の管理内容の変更

その他、“保安規定に定める”と記載のある事項を抽出し、リスト化して反映漏

れがなきよう管理する。

今回の保安規定変更認可申請において反映している一次設工認の範囲について
は、施工済案件は反映されていることを確認した。

また、次回申請以降についても、上記【具体的対応】に記載したリスト等に、
7次申請までの内容を網羅し、抜け漏れ、誤記等なきよう管理していく。

【確認結果】

以上






